
古都の魅力を向上させる奈良県の新たな取組

平城宮跡周辺における「官民連携まちづくり」

＜凡例＞

世界遺産 ：

平成３０年３月２４日
平城宮跡歴史公園第一次開園

奈良公園魅力向上プロジェクト
（吉城園周辺地区）

奈良公園魅力向上プロジェクト
（高畑町裁判所跡地）

官民連携まちづくり
（積水化学工業(株)工
場跡地）

平成３２年春
国際級コンベンション施設と
ＪＷマリオットホテル開業予定

○現在の進捗と今後の予定
平成29年度 平城宮跡歴史公園一時開園
平成30年度 ８月２０日積水化学工業(株)、奈良市、奈良県で連携協定を締結し、

まちづくりの方向性を確認。
奈良県は賑わい創出や来訪者の拡大を目的に、都市施設の設置を
検討実施。
１２月頃より積水工場等取り壊し開始（Ｈ３１年度末まで）

平成32年度 官民連携のまちづくり実施
県整備事業開始

奈良県、奈良市、積水化学工業(株)の三者連携により、平城宮跡

の魅力を向上させ、古都奈良のゲートウェイとして機能する観光・
交流の拠点として官民連携のまちづくりを進めていく。



【県担当部局】まちづくり推進局 公園緑地課・平城宮跡事業推進室・都市計画室
産業・雇用振興部 企業立地推進課

平城宮跡歴史公園

緑地エリア：
朱雀大路遺構保全空間

緑地エリア：にぎわい空間
（収益施設、便益施設、駐車場）

まちづくり対象面積： 約４．９ha

民間開発エリア
（ホテル・商業施設、住宅等）

〈参考資料〉
○官民連携まちづくりのイメージ

積水化学工業(株)
奈良事業所

位置図


